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こ
れ
ま
で
の
資
源
管
理
で

は
、
安
定
し
た
加
入
が
見
込
め

る
最
低
限
の
親
魚
資
源
量
へ
の

回
復
を
め
ざ
し
て
き
た
が
、
新

た
な
資
源
管
理
で
は
持
続
的
な

水
産
資
源
の
利
用
を
確
保
す
る

た
め
、
大
臣
の
定
め
る
資
源
管

理
基
本
方
針
に
お
い
て
「
目
標

管
理
基
準
値
（
Ｔ
Ｒ
Ｐ
）」（
Ｍ

Ｓ
Ｙ
を
達
成
す
る
資
源
水
準
の

値
）
と
「
限
界
管
理
基
準
値
（
Ｌ

Ｒ
Ｐ
）」（
乱
獲
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
資
源
水
準
の
値
）

を
設
定
し
、
こ
れ
ら
を
基
に
管

理
を
実
施
す
る
。

漁
獲
に
よ
り
減
少
し
た
水
産

資
源
は
、
自
然
の
回
復
力
に
よ

り
再
び
増
加
す
る
が
、
そ
の
増

加
量
（
回
復
量
）
と
同
じ
量
だ

け
漁
獲
す
れ
ば
資
源
量
は
増
減

せ
ず
、
そ
の
水
準
で
維
持
さ
れ

る
。
回
復
量
が
最
大
に
な
る
資

源
量
で
、
そ
の
回
復
量
分
を
漁

獲
す
れ
ば
�
最
大
の
漁
獲
量
�

が
持
続
的
に
得
ら
れ
る
と
い
う

の
が
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

資
源
管
理
の
考
え
方
。
欧
米
の

資
源
管
理
で
は
す
で
に
Ｍ
Ｓ
Ｙ

理
論
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
大

き
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

水
産
庁
は
２
０
２
０
年
度
の

サ
バ
類
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
に
向

け
、
親
魚
量
が
１０
年
後
（
２
０

３
０
年
）
に
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
５０
％
以

上
の
確
率
で
上
回
る
漁
獲
シ
ナ

リ
オ
を
作
成
。
漁
獲
シ
ナ
リ
オ

に
則
し
て
毎
年
１
つ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

（
生
物
学
的
漁
獲
可
能
量
）
を

算
出
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
す
る
。

水
産
庁
が
示
し
た
「
サ
バ
類

日
本
海
及
び
東
シ
ナ
海
」
（
マ

サ
バ
対
馬
暖
流
系
群
及
び
ゴ
マ

サ
バ
東
シ
ナ
海
系
群
）
の
２
０

２
０
年
の
総
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
３０
万
１

０
０
０
ｔ
。
そ
の
う
ち
日
本
分

Ａ
Ｂ
Ｃ（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）は
２２
万
ｔ
。

「
サ
バ
類
太
平
洋
」
（
マ
サ
バ

太
平
洋
系
群
及
び
ゴ
マ
サ
バ
太

平
洋
系
群
）
の
２
０
２
０
年
Ａ

Ｂ
Ｃ
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
は
５０
万
１
０

０
０
ｔ
と
し
て
い
る
。
マ
サ
バ

と
ゴ
マ
サ
バ
は
個
々
に
資
源
評

価
を
行
う
が
、資
源
管
理
は「
サ

バ
類
」
と
し
て
当
面
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
行
う
。水

産
庁
は
第
２

回
検
討
会
を
経

て
、
今
回
示
し
た

資
源
管
理
目
標
と

漁
獲
シ
ナ
リ
オ
を

含
む
資
源
管
理
基

本
方
針
を
策
定
す

る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施

後
、
５
月
下
旬
開

催
予
定
の
水
産
政

策
審
議
会
資
源
管

理
分
科
会
へ
の
諮
問
・
答
申
を

経
て
決
定
。
２
０
２
０
年
漁
期

か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
法
に
基
づ
い
て
サ

バ
類
資
源
の
先
行
管
理
（
２
０

２
０
年
７
月
１
日
〜
２１
年
６
月

３０
日
）
を
行
う
方
針
。
サ
バ
類

の
資
源
管
理
を
先
行
事
例
と
し

て
、
今
後
他
の
魚
種
に
つ
い
て

も
順
次
拡
大
す
る
。

くしろ・としお マルハニチロホー

ルディングス（現マルハニチロ）社長、

日本缶詰びん詰レトルト食品協会会

長、大日本水産会副会長などを歴任。

昭和２２年９月生まれ。中央大学法学部

卒。島根県出身。

水
産
庁
は
マ
サ
バ
対
馬
暖
流
系
群
及
び
ゴ
マ
サ
バ
東
シ
ナ

海
系
群
（
福
岡
、
２
月
２０
〜
２１
日
）、
マ
サ
バ
・
ゴ
マ
サ
バ
太

平
洋
系
群
（
東
京
、
２
月
２６
〜
２７
日
）
の
資
源
管
理
方
針
に

関
す
る
検
討
会
（
第
２
回
）
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
最
大

持
続
生
産
量
（
Ｍ
Ｓ
Ｙ
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た
サ
バ
類
の
新
た

な
資
源
管
理
導
入
に
向
け
、
水
産
庁
が
策
定
し
た
資
源
管
理

目
標
や
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
な
ど
に
つ
い
て
漁
業
者
や
加
工
業
者

な
ど
関
係
者
と
議
論
し
た
。
水
産
庁
の
神
谷
崇
資
源
管
理
部

長
は
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
案
を
含
め
て
検
討
会
で
賛
同
を
得
ら
れ
た
。

次
の
プ
ロ
セ
ス
に
進
ん
で
い
く
」
と
語
っ
た
。

「
日
本
の
水
産
業
が
今
後
も

発
展
し
続
け
る
に
は
、
輸
出
拡

大
を
ど
う
進
め

る
か
が
カ
ギ
。

日
本
の
食
品
が

堂
々
と
世
界
に

打
っ
て
出
て
い
け
る
よ
う
、
私

な
り
に
力
を
尽
く
し
た
い
」

日
本
の
農
産
物
や
食
品
の
輸

出
促
進
に
向
け
、
大
日
本
水
産

会
か
ら
引
き
継
い
だ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
認
定
事
業
を
行
う
。
１
月
２９

日
付
の
機
構
設
立
と
と
も
に
理

事
長
に
就
い
た
。

農
産
物
・
食
品
輸
出
促
進
法

が
今
年
４
月
施
行
さ
れ
る
の
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
大
水
が
実
施

し
て
き
た
米
国
向
け
水
産
食
品

加
工
施
設
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定

審
査
業
務
（
新
規
認
定
・
継
続

・
更
新
認
定
・
品
目
追
加
な
ど
）

を
担
当
す
る
。

Ｅ
Ｕ
向
け
に
も
水
産
食
品
加

工
施
設
な
ど
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

定
の
一
次
審
査
、
輸
出
先
国
が

求
め
る
施
設
の
定
期
確
認
に
関

す
る
業
務
を
行
う
。

マ
ル
ハ
と
ニ
チ
ロ
の
「
世
紀

の
合
併
」
を
実
務
レ
ベ
ル
で
支

え
、
合
併
後
は
新
会
社
の
社
長

と
し
て
経
営
の
舵
取
り
を
果
た

し
た
。
水
産
・
食
品
事
業
の
複

合
的
な
連
携
で
今
や
安
定
収
益

の
企
業
体
質
と
な
っ
た
マ
ル
ハ

ニ
チ
ロ
の
基
盤
を
築
く
。

今
回
の
理
事
長
就
任
に
際

し
、
日
本
発
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ

ル
普
及
を
図
る
マ
リ
ン
・
エ
コ

ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
）

協
議
会
の
会
長
と
し
て
奮
闘
を

続
け
る
垣
添
直
也
氏
（
元
日
本

水
産
社
長
）
を
全
く
意
識
し
て

い
な
い
と
い
え
ば
嘘
に
な
る
。

「
垣
添
さ
ん
が
Ｍ
Ｅ
Ｌ
な
ら
、

オ
レ
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
と
い
う

ほ
ど
単
純
な
話
で
は
な
い
も
の

の
「
日
本
の
水
産
業
界
の
底
上

げ
を
考
え
た
時
、
あ
る
意
味
で

日
本
水
産
と
マ

ル
ハ
ニ
チ
ロ
が

手
を
携
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

局
面
が
あ
る
と
の
思
い
は
、
ず

っ
と
以
前
か
ら
あ
っ
た
」。

「
輸
出
拡
大
」
と
い
う
共
通

テ
ー
マ
で
、
垣
添
氏
と
と
も
に

汗
を
流
す
こ
と
に
な
っ
た
今
の

境
遇
を
、
偶
然
と
い
う
よ
り
も

「
意
気
に
感
じ
て
い
る
」。

東海澱粉が都内で２月２１日

開催した総合展示会「東海澱

粉グループ・トレードショー」

では、６つの顧客課題にスポ

ットを当てた多彩な商材ブー

スをアピールした。

「第１７回シーフードショー大

阪」が２月１９～２０日に開催。

１万３５７４名が来場し活発な商

談が行われた。記者がが撮影

した写真から当日の様子を振

り返る。

横
浜
冷
凍
（
横
浜
市
、
松
原

弘
幸
社
長
）
は
茨
城
県
つ
く
ば

市
に
建
設
し
て
い
た
「
つ
く
ば

物
流
セ
ン
タ
ー
」
の
竣
工
式
を

２
月
２７
日
行
っ
た
。
同
社
役
職

員
、
施
工
関
係
者
ら
が
出
席
し

た
。つ

く
ば
市
は
、
圏
央
道
と
常

磐
道
が
交
差
す
る
物
流
の
要
衝

で
、
多
く
の
食
品
メ
ー
カ
ー
の

工
場
が
集
積
し
て
い
る
。
北
海

道
と
関
東
を
結
ぶ
大
洗
港
に
も

近
く
、
フ
ェ
リ
ー
貨
物
の
保
管

拠
点
と
し
て
の
可
能
性
も
見
込

め
る
。

同
社
は
す
で
に
圏
央
道
で
５

拠
点
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
稼
働

さ
せ
て
お
り
、
「
つ
く
ば
物
流

セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
た
６
拠
点

で
首
都
圏
の
物
流
網
を
広
域
に

カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

よ
り
強
化
さ
れ
た
。

庫
内
の
冷
却
方
法
に
、
温
度

の
変
化
が
極
め
て
少
な
い
自
然

対
流
冷
却
方
式
を
導
入
。
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
は
外
気
・
塵
の

進
入
を
防
ぐ
高
効
率
陽
圧
除
湿

空
調
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
貨

物
の
保
管
に
最
適
な
環
境
を
提

供
す
る
。

ま
た
、
電
動
式
移
動
ラ
ッ
ク

と
カ
ー
ゴ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
同
社
で
初
め
て
全
フ

ロ
ア
に
配
置
し
た
だ
け
で
な

く
、
ト
ラ
ッ
ク
予
約
受
付
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
荷
主
・
従
業

員
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
円

滑
な
入
出
庫
を
行
う
。

入
退
館
の
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
シ
ス
テ
ム
の
完
備
や
自
然

冷
媒
（
Ｎ
Ｈ
３
／
Ｃ
Ｏ
２
）
冷

凍
機
の
採
用
、
屋
上
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
な
ど「
人
」

「
も
の
」
「
地
球
」
に
や
さ
し

い
冷
蔵
倉
庫
と
な
っ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
国
土
交
通
省
が

定
め
る
物
流
総
合
効
率
化
法

（
物
効
法
）
の
認
定
を
受
け
て

い
る
。

神
事
後
の
記
念
式
典
で
吉
川

俊
雄
会
長
は
「
陸
海
空
の
物
流

が
集
中
す
る
ヨ
コ
レ
イ
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
な
物
流
セ
ン
タ
ー

に
な
る
」
と
挨
拶
。
松
原
社
長

は
「
保
管
能
力
１
０
０
万
ｔ
突

破
の
記
念
す
べ
き
物
流
セ
ン
タ

ー
で
思
い
入
れ
を
感
じ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

ＮＰＯ法人海のくに・日本

は、都会の小学生が漁業や魚

の流通・消費を「こども記者」

として取材する「われは海の

子２０１９」を２月２２日、東京・

豊洲市場で行った。

在
日
タ
イ
農
務
担
当
官
事
務

所
は
２
月
２７
日
都
内
で
、
タ
イ

産
手
長
エ
ビ
（
ガ
ム
グ
ラ
ー
ム

エ
ビ
）の
試
食
会
を
主
催
し
た
。

駐
日
タ
イ
大
使
の
ラ
ー
ピ
セ
ー

ト
パ
ン
夫
妻
を
は
じ
め
、
小
売

店
バ
イ
ヤ
ー
ら
が
出
席
。
ガ
ム

グ
ラ
ー
ム
エ
ビ
を
使
っ
た
焼
き

料
理
、
塩
炒
め
、
ト
ム
ヤ
ム
ス

ー
プ
、
炒
飯
、
パ
ッ
タ
イ
、
チ

ー
ズ
オ
ー
ブ
ン
焼
き
の
計
６
メ

ニ
ュ
ー
を
一
流
タ
イ
人
シ
ェ
フ

が
調
理
し
た
。

ガ
ム
グ
ラ
ー
ム
エ
ビ
は
１
尾

の
重
さ
が
３
０
０
〜
６
０
０
ｇ

で
比
較
的
大
き
く
、
緑
褐
色
で

高
級
感
あ
る
エ
ビ
。
通
称
「
河

川
の
ロ
ブ
ス
タ
ー
」
。
食
感
が

良
く
、
タ
イ
人
の
間
で
人
気
が

高
い
。
年
間
約
２
万
２
０
０
０

ｔ
を
生
産
し
、
タ
イ
国
内
の
ほ

か
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、

米
国
な
ど
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
。日

本
で
は
流
通
量
が
少
な
い

た
め
、
お
い
し
さ
を
伝
え
る
た

め
試
食
会
を
開
い
た
。
①
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
生
産
工
程
管
理
）
基
準
に

沿
っ
て
養
殖
を
行
っ
て
い
る
②

養
殖
方
法
の
改
良
で
そ
の
期
間

を
１
年
か
ら
７
カ
月
間
に
縮
め

る
こ
と
に
成
功
し
た
③
和
洋
中

の
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
に
使
え
る

こ
と
を
伝
え
た
。

試
食
会
で
泡
盛
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
「
瑞
泉
レ
ガ
ー
レ
ス
ス
パ

ー
リ
ン
グ
」
を
ふ
る
ま
っ
た
。

ラ
ー
ピ
セ
ー
ト
パ
ン
駐
日
タ
イ

大
使
は
「
タ
イ
と
日
本
は
ア
ユ

タ
ヤ
朝
（
１４
〜
１８
世
紀
）
時
代

か
ら
交
流
が
あ
る
。
泡
盛
に
必

ず
タ
イ
米
を
使
う
の
が
そ
の

証
」
と
語
り
、
両
国
の
つ
な
が

り
の
深
さ
を
示
し
た
。

ラ
ー
ピ
セ
ー
ト
パ
ン
夫
妻
は

日
本
赴
任
３
回
目
。
夫
人
は
キ

ユ
ー
ピ
ー
タ
イ
ラ
ン
ド
に
６
年

勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
。

日
本
水
産（
東
京
・
西
新
橋
、

的
埜
明
世
社
長
）は
２
月
２６
日
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。

従
来
の
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア

ウ
ト
を
大
幅
に
一
新
、
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
、
使
い
や
す
い
構

成
に
し
た
。
「
ニ
ッ
ス
イ
い
い

ね
！
」
コ
ン
テ
ン
ツ
も
新
設
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
ニ
ッ
ス

イ
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
さ

ら
な
る
利
便
性
向
上
と
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
を
図
る
。

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
様
々

な
ユ
ー
ザ
ー
環
境
に
応
じ
て
、

画
面
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
自
動

的
か
つ
最
適
に
表
示
す
る
「
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ン
」
を
採
用
。
ま
た
画
面
の
デ

ザ
イ
ン
そ
の
も
の
も
、
直
感
的

で
分
か
り
や
す
く
し
た
。
ア
ク

セ
ス
の
多
い
商
品
紹
介
や
レ
シ

ピ
検
索
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
多
様

な
機
能
を
導
入
し
、
探
し
て
い

る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易

に
し
て
い
る
。

閲
覧
の
際
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

を
１
つ
に
統
合
。
関
連
情
報
も

閲
覧
し
や
す
く
し
た
。

「
ニ
ッ
ス
イ
い
い
ね
！
」
は

同
社
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す

る
事
業
な
ど
、
幅
広
い
取
り
組

み
を
情
報
発
信
し
て
い
る
。
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五
十
嵐
冷

蔵
（
東
京
・

芝
浦
）
は
１

月
１８
日
に
死

去
し
た
故
五

十
嵐
康
之
社

長

の

後

任

に
、
五
十
嵐

隆
晴
（
い
が

ら
し
・
た
か
は
る
）
常
務
が
就

任
し
た
。
１
月
２０
日
付
。

隆
晴
氏
は
昭
和
４４
年
１２
月
生

ま
れ
の
５０
歳
。
慶
應
義
塾
大
学

商
学
部
を
卒
業
後
、
約
３
年
間

の
米
国
留
学
と
企
業
研
修
を
経

て
三
井
物
産
に
出
向
。そ
の
後
、

五
十
嵐
冷
蔵
で
食
品
部
課
長
、

食
品
部
長
を
務
め
、
平
成
２６
年

取
締
役
。
２９
年
物
流
本
部
副
本

部
長
兼
営
業
部
長
、
令
和
元
年

５
月
か
ら
常
務
取
締
役
物
流
本

部
長
（
物
流
本
部
営
業
部
長
、

国
際
物
流
室
長
兼

務
）。隆晴

氏
は
康
之

前
社
長
の
甥
（
お

い
）
に
あ
た
り
、

１
月
３１
日
の
社
葬

で
は
喪
主
を
務
め

た
。

新
型
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
が

増
え
て
お
り
、

国
内
感
染
者
が

９
０
０
名
（
ク

ル

ー

ズ

船

含

む
）
を
超
え
、

終
息
の
気
配
が

み
ら
れ
な
い
。
不
要
不
急
の

外
出
や
会
合
は
控
え
る
よ
う

に
と
い
う
政
府
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
あ
り
、
い
ず
こ
の
業
界
も

会
合
は
自
粛
基
調
。

観
光
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
や

観
光
地
の
宿
泊
施
設
に
大
き

な
影
響
が
で
て
い
る
。
気
の

せ
い
か
い
つ
も
混
雑
す
る
通

勤
電
車
も
空
い
て
い
る
よ
う

だ
。
週
末
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
行
っ
た
が
い
つ
も

の
賑
わ
い
は
な
か
っ
た
。
た

だ
、
マ
ス
ク
と
消
毒
液
の
売

出
し
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き

て
、
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
て

し
ま
っ
た
。

恒
例
、
春
の
商
品
展
示
会

も
開
催
を
自
粛
す
る
と
こ
ろ

が
相
次
い
で
い
る
。
今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
多
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

駅
の
ホ
ー
ム
で
周
り
を
見

回
せ
ば
マ
ス
ク
顔
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
、
た
ま
た
ま
筆
者
が

マ
ス
ク
を
外
し
て
い
た
ら
、

何
か
無
防
備
な
気
が
し
て
落

ち
着
か
な
か
っ
た
。
マ
ス
ク

な
し
で
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を
す

る
と
す
ぐ
周
り
か
ら
に
ら
ま

れ
て
し
ま
う
雰
囲
気
で
あ

る
。自

営
策
と
し
て
は
「
マ
ス

ク
」「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」

は
当
然
と
し
て
、
更
な
る
対

策
と
し
て
時
差
出
勤
や
テ
レ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

同
年
の
友
人
Ｋ
君
か
ら
ウ

ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
の
メ

ー
ル
が
入
っ
た
。
曰
く
、
①

ウ
ィ
ル
ス
を
侮
る
な
②
最
善

策
は
過
剰
防
衛
③
弱
虫
に
な

り
切
ろ
う
。
世
の
中
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
と
い
う

高
齢
者
の
心
得
で
あ
る
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
（
東
京
・
豊

洲
、
伊
藤
滋
社
長
）
は
、
サ
ン

マ
缶
詰
の
価
格
を
改
定
す
る
。

サ
ン
マ
は
昨
年
の
記
録
的
な

不
漁
で
原
料
の
調
達
価
格
が
大

幅
に
高
騰
し
て
い
る
。
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
分
を
吸
収
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
が
、

価
格
改
定
が
不
可
避
の
状
況
と

な
っ
た
。

サ
ン
マ
缶
詰
９
品
を
対
象

に
、
４
月
１
日
納
品
分
か
ら
１

缶
あ
た
り
１０
円
値
上
げ
す
る
。

〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川２-２-２０（天王洲オーシャンスクエア）

TEL０３-３４５８-３５２４ FAX０３-３４５８-４５５７

●札 幌 TEL.011(261)3103 ●仙 台 TEL.022(726)5092

●名古屋 TEL.052(684)6331 ●大 阪 TEL.06(6398)0755

●下 関 TEL.083(222)3471 ●福 岡 TEL.092(721)0999
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タイ産手長エビ
日本での普及図る

タイ農務担当官事務所が試食会

「子ども記者」豊洲市場を取材

シーフードショー大阪フォトルポ
３

４

東海澱粉が都内で展示会

今週の紙面

他の魚種へ順次拡大

サ
ン
マ
缶
詰
を

値
上
げ

新
た
な
資
源
管
理
へ
前
進

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

タイ産手長エビ（ガムグラームエビ）

水
産
庁

サ
バ
類
で
先
行
導
入

２０２０年ABC ５０万１０００ｔ

２０２０年ABC ２２万ｔ

サバ類日本海及び東シナ海

サバ類太平洋
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社長に五十嵐隆晴氏

横浜冷凍

つ
く
ば
物
流
セ
ン
タ
ー
竣
工

五十嵐冷蔵

首
都
圏
の
物
流
網
を
広
域
に
カ
バ
ー

水産庁が示したサバ類の資源管理の目標値と２０２０年のＡＢＣ（ＴＡＣ）案

松原社長

吉川会長

圏央道６拠点目となる最新鋭の物流センター

五十嵐隆晴新社長

双眼鏡

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
大
幅
に
刷
新

日
本
水
産

令和新時代

（
一
社
）日
本
食
品
認
定
機
構

久
代

敏
男
氏

理
事
長

業
界
の
底
上
げ
に「
も
う
一
汗
」


